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               司法書士試験の全貌 
                         ＬＥＣ専任講師 鈴木 大介 
 
１．司法書士試験の概要 (年度によって科目ごとの出題数が異なることがあります) 
 

（１）筆記試験：７月第１週ｏｒ第２週の日曜日 

  

憲法 ３問 

民法 ２1 問 

刑法 ３問 

午前の部 

（１次試験）

9:30～11:30 

択 

一 

商法・会社法 8 問 

   
計３５問 

 

民事訴訟法 ５問 

民事執行法 １問 

民事保全法 １問 

司法書士法 １問 

供託法 ３問 

不動産登記法 １６問 

択 
一 

商業登記法 ８問 

 
  

計３５問 
 

不動産登記法 １問 

午後の部 

（２次試験）

13:00～16:00
 

書
式 商業登記法 １問 

  計２問 

合 計                    ７２問 

 
 
（２） 口述試験：１０月中旬 
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（３）合否判定法 

   筆記試験 
  ① 択一 午前の部（１次） 

     ↓ 基準点クリア(※) 
  ② 択一 午後の部（２次） 
     ↓ 基準点クリア(※)  
  ③ 書 式   （記述式） 

  ↓ 基準点クリア(※)   
  ①②③をクリアしたうえで、合格点に達した者（※）が筆記試験合格  
  合格者は年度により異なるが毎年 900 名以上 

   ↓ 
  口 述 試 験 
     ↓ 

 ★ 合格 ★ 

 
※ 基準点と合格点 
 筆記試験は、①②③の総合点が合格点に達しているかで、合否が判定される。 
 ただし、その前提として①②③の全てで基準点をクリアする必要がある。 
  ↓ 
ある年の合格点が７５％の正解で、基準点が７０％の正解だとする。  

 すると、①②③のすべてにおいて７０％以上を正解したうえで、総合７５％以上の正解

をする必要がある。 
 例えば、①で正解が７０％未満だと、②③で満点をとり総合で７５％以上の正解となっ

たとしても合格できない。 
  ↓ 
 司法書士試験合格のためには不得意分野を作らないことが重要である。  
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２．司法書士試験に対する正しい認識を持つ 
(1) 難関試験といわれる理由  

   → 分量が多い（量との戦い） 
 
(2) 試験であることを忘れない    

 ↓ よって 
出題者は何を求めるのかを考えよう。   

    ↓ 出題者は 
   実務家として育つ素養がある者(基礎ができている者)を求めている。 

決して試験当日に多くの知識を丸暗記している者を求めているのではない。 
 ↓ ならばなぜ 
試験では多くの知識を素材とするのか？ 
基本を問うならば基礎的事項のみを内容とする出題のみでよいのではないのか？ 
 ↓ それは 
「基礎を見分ける力」および「基礎を発展させる力」をも試したいからである。 
 ↓ 結論 
司法書士試験は「法律についての基礎力」を試す試験である。 
基礎力があると言えるためには「①基礎的な問題を解く力」に加えて「②基礎的な

問題とそれ以外の問題を選別する力」「③基礎を発展させる力」が必要である。試験に

て多くの分量が出題されるのは②③をも試したいからである。 
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３．効率的学習方法とはなにか 
  → ムリ、ムダ、ムラを省いた学習である  

(1) ムリな学習をしない  
  ① 専門用語を専門用語として理解しようとしない。 
    ｅｘ．心裡留保 → 冗談のこと 
    外国語だと思い学習すること(もともと外国語なのだから‥) 
  ② 徹底的に噛み砕いて(日常用語に置きかえて)学習すること 
    → 正確にどこまで噛み砕けるかが講師の力量 
  ③ できない学習環境設定を絶対にしない。 
    → ただし、できるかできないかの判断は慎重に。 
 
 (2) ムダな学習をしない 
  ① 現在なすべきことと直前期になすべきことを明確に分類する。 
    → 分類は私が講義の中で行います。 
  ② 講義中にできることは講義中に済ます。   
    → 知識とのファーストコンタクトを大切にする。 
      できるだけその場で理解するように努める。 
      メモをとること。 
  ③ 問題演習では「同じ間違い」をしない。 
 
 (3) ムラのある学習をしない。 
  ① 得意科目を作るよりも、不得意科目を作らないこと。 
    → 択一問題が中心の試験である。絶対的な得意科目は不要である。 
      ただし 5 つの選択肢から正解を選ぶ作業を開始すらできない不得意科目を絶

対に作ってはならない。 
  ② そのためには、興味が湧かない科目でもとりあえず好きになってみること。 
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４．タイプ別学習法 
 (1) 社会人受験生 

① 勉強時間 1 コマを 40 分程度に。 
  ② 仕事中に勉強のことを、勉強中に仕事のことを、それぞれ考えないで済むように。 
  ③ 受験勉強のドカベンはよくない。 
    学習時間はできるだけ均等に。少しでもよいから毎日しよう。 
  ④ ほどほどな仕事上の付き合いも良いと思います。 

 
 
(2) 学生受験生 

  ① 学校の授業との両立 
  ② できるだけ規則正しい生活を。 
  ③ 学校の法学授業との峻別  
 
 

(3) 主婦受験生 
  ① ご家族の理解 
  ② 家事をしながらＢＧＭ代わりに講義を聴く。 
    その際に最初から集中して聴こうなどとしないこと。 
    繰り返せば自然と頭に入るようになります。 
 
 

(4) 共通事項 
  過度に禁欲的にならないこと 
  生まれ変わる必要などありません。 
  メイクベターでよいのです。 
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